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▲何が当たるかな？ お楽しみ抽選会

▲いい匂い。牛焼肉無料配付 ▲大歓声! ゴ－オンジャ－ショー

▲地震体験



2008.11

▲あつあつのとん汁を配付 ▲フワフワジャングルスライダー

▲女性防火クラブが防災用備蓄食品を配付

３ 2008.11
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地方交付税��
10億2,272万円��
（19.2%）�

土木費�
7億1,774万4千円�
（14.1%）�

消防費�
2億9,539万円�
（5.8%）�

教育費�
6億5,735万5千円�
（12.9%）�

分担金および負担金�
1億3,700万4千円�
（2.6%）�

地方消費税交付金�
1億4,244万9千円（2.7%）�

地方譲与税�
1億1,576万8千円（2.2%）�

町債�
4億5,630万円�
（8.5%）�

県支出金�
 3億1,067万1千円（5.8%）�

繰越金�
2億6,485万4千円（5.0%）�

国庫支出金�
5億850万6千円�
（9.5%）�

〈その他の内訳〉�
諸収入　　　　　　　　　4,810万9千円�
使用料および手数料 3,437万9千円�
繰入金　　　　　　　　　2,343万4千円�
地方特例交付金　　　　　1,447万9千円�
財産収入 　　　　　　1,276万5千円�
利子割交付金 1,034万4千円�
配当割交付金 　982万2千円�
交通安全対策特別交付金 　498万7千円�
株式等譲渡所得割交付金 　440万2千円�
ゴルフ場利用税交付金 　193万円�
寄附金　　　　　　　　　     10万円�
�

自動車取得税交付金�
6,063万4千円（1.1%）�

町税�
21億5,751万5千円�
（40.4%）�歳入総額�

（一般会計）�
53億4,117万2千円  

町税の内訳�

入湯税�
1,245万5千円�
（0.6%）�

町たばこ税�
1億2,834万6千円�
（6.0%）�

軽自動車税�
3,319万円（1.5%）�

固定資産税�
9億3,208万7千円�
（43.2％）�

その他�
1億6,475万1千円�
（3.1%）�

町民税町民税�
1010億5,1435,143万7千円千円�
（48.748.7％）％）�

町民税�
10億5,143万7千円�
（48.7％）�

扶助費�
7億2,640万円�
（14.8%）�

人件費�
8億6,865万9千円�
（17.1%）�

繰出金�
5億8,274万1千円�
（11.5%）�

一般会計　53億4,117万２千円 歳 入

　　町債（借入金）の元金残高�
　　　      会　計　名　　　　　　　　　　　　   　　平成19年度末現在高�
一般会計 44億9,910万9千円�
公共下水道事業 27億5,022万4千円�
農業集落排水事業 12億1,933万2千円�
住宅新築資金等貸付事業 3,548万円�
　　　        合　　計 85億414万5千円�
○１世帯当たり 135万7千円�
○１人当たり 45万円�

　　町債（借入金）の元金残高の推移�
      年　度 金　額 １世帯当たり １人当たり�
平成19年度末 85億　414万5千円 135万7千円      45万円�
平成18年度末 83億5,005万9千円 137万4千円 44万9千円�
平成17年度末 82億3,146万9千円 139万6千円 45万2千円�
平成16年度末 80億4,234万2千円 141万1千円 44万9千円�
平成15年度末 78億　950万9千円 140万7千円 44万5千円�
�

■　町債の状況　■�

　住みよい町づくりのための建設工事などの財源に充てるため、町債を借り入れています。町債
の総額は、平成19年度末現在で85億414万5千円（水道事業会計を除く）です。これを町民１人
当たりに換算すると45万円で、１世帯当たりでは135万7千円となります。   

※人口：18,919人　世帯数：6,268世帯 �
　（平成20年３月31日現在）  

平
成
19
年
度
の
決
算
が
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
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だ
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入
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。
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基金�

�

�

�

31億9,069万1千円�

�自動車�

�

�

�

                38台�

消防自動車�

�

�

�

                  6台�

　　水道事業会計の決算�
収益的収支�

借入金元金残高……………………………………………… 14億9,462万9千円�
借入先内訳　　　財務省財政融資資金………………………9億5,163万7千円�
　　　　　　　　公営企業金融公庫…………………………5億4,299万2千円�

　　特別会計名 歳入額 歳出額 差引残額�
学校給食事業 9,466万4千円 9,434万2千円 32万2千円�
公共下水道事業 4億7,750万5千円 4億7,642万8千円 107万7千円�
国民健康保険事業 17億5,428万6千円 17億6,529万3千円 △1,100万7千円�
農業集落排水事業 2億1,476万4千円 2億1,464万4千円 12万円�
住宅新築資金等貸付事業 1,077万8千円 1,077万8千円 0円�
老人保健事業 12億9,948万2千円 12億9,948万2千円 0円�
介護保険事業 7億3,655万7千円 7億3,052万6千円 603万1千円�

　　特別会計の決算�

■　特別会計の状況　■� ■町有財産の状況■�

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 1億8,015万1千円は、当年度分消費税
および地方消費税資本的収支調整額1,895万2千円、過年度分損益勘定留保資金3,610万
5千円、当年度分損益勘定留保資金1億1,626万7千円、建設改良積立金882万7千円で補
てんしました。    

収　　入�
3億7,243万6千円�

支　　出�
3億3,842万6千円�

差引残額�
3,401万円�

資 本 的 収 支 �

収　　入�
3億6,750万3千円�

支　　出�
5億4,765万4千円�

差引残額�
△1億8,015万1千円�

出資による権利�

�

�

�

  1億4,173万1千円�

�

建物�

�

�

�

         47,754㎡�

�

土地�

�

�

�

    1,738,932㎡�

�

　町の会計は「一般会計」と「特別会計」に分けられます。一般会計とは、町の基本的な 
事業経費を経理するものです。特別会計とは、特定の歳入を特定の歳出に充てる場合など、
一般の歳入・歳出と分けて経理する会計のことをいいます。�

総務費�
8億1,792万2千円�
（16.1%）�

民生費�
12億3,713万円�
（24.3%）�

衛生費�
6億5,513万3千円�
（12.9%）�

土木費土木費�
7億1,7741,774万4千円千円�
（14.1%14.1%）�

土木費�
7億1,774万4千円�
（14.1%）�

消防費消防費�
2億9,5399,539万円万円�
（5.8%5.8%）�

消防費�
2億9,539万円�
（5.8%）�

教育費教育費�
6億5,7355,735万5千円千円�
（12.9%12.9%）�

教育費�
6億5,735万5千円�
（12.9%）�

公債費�
3億5,860万7千円�
（7.1%）�

農林水産業費�
2億1,902万7千円�
（4.3%）�

　労働費��
2,179万8千円��
（0.4%）�

商工費�
2,227万5千円�
（0.4%）�

議会費　8,379万3千円（1.7%）�

歳出総額�
（一般会計）�

50億8,617万4千円�

歳出の性質別内訳�

　維持補修費�
1,817万7千円�
　（0.4%）�

普通建設事業費�
7億1,215万6千円�
（14.0%）�

積立金�
1億3,401万5千円�
（2.6%）�

投資および�
出資金・貸付金�
1,003万8千円�
（0.2%）�

町民税�
10億5,143万7千円�
（48.7％）�

　公債費�
3億5,860万7千円�
（7.0%）�

物件費�
7億8,787万2千円�
（15.5%）�

扶助費扶助費�
7億2,6402,640万円万円�
（14.8%14.8%）�

扶助費�
8億2,325万3千円�
（16.2%）�

補助費�
7億9,065万6千円�
（15.5%）�

人件費人件費�
8億6,8656,865万9千円千円�
（17.1%17.1%）�

人件費�
8億6,865万9千円�
（17.1%）�

繰出金繰出金�
5億8,2748,274万1千円千円�
（11.5%11.5%）�

繰出金�
5億8,274万1千円�
（11.5%）�

歳　　　　　　　　入�
282,319円�

内　　　　　　　　訳�

歳　　　　　　　　出�
268,839円�

内　　　　　　　　訳�
議会費 4,429円�
総務費 43,233円�
民生費 65,391円�
衛生費 34,628円�
労働費 1,152円�
農林水産業費 11,577円�
商工費 1,177円�
土木費 37,938円�
消防費 15,613円�
教育費 34,746円�
災害復旧費 0円�
公債費 18,955円�
諸支出金 0円�
計 268,839円�

■町民１人当たりの決算額■�

町税 114,040円�
地方交付税 54,058円�
国庫支出金 26,878円�
町債 24,119円�
県支出金 16,421円�
繰越金 13,999円�
地方消費税交付金 7,529円�
分担金および負担金 7,242円�
地方譲与税 6,119円�
自動車取得税交付金 3,205円�
諸収入 2,543円�
使用料および手数料 1,817円�
繰入金 1,239円�
地方特例交付金 765円�
その他 2,345円�
計 282,319円�

歳 出一般会計　50億8,617万４千円
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（１）
作
成
に
用
い
た
基
礎
数
値

総
務
省
が
毎
年
度
実
施
し
て
い

る「
地
方
財
政
状
況
調
査
」の
昭
和

44
年
度
以
降
の
数
値（
普
通
会
計
）

を
基
本
デ
ー
タ
と
し
て
作
成
し
て

い
ま
す
。（
昭
和
43
年
度
以
前
の

数
値
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）

（２）
対
象
会
計
範
囲

集
計
し
た
範
囲
は
、
普
通
会
計

（
一
般
会
計
・
学
校
給
食
事
業
特

別
会
計
・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
特
別
会
計
）
の
数
値
で
す
。

（３）
作
成
基
準
日

平
成
20
年
３
月
31
日(

平
成
19

年
度
末)

（４）
資
産
の
分
類

①
有
形
固
定
資
産

１
年
を
超
え

て
所
有
す
る
「
土
地
」「
建
物
」

な
ど
。
有
形
固
定
資
産
の
評
価
基

準
は
、
実
際
に
投
下
し
た
税
な
ど

の
資
金
の
運
用
形
態
を
表
す
観
点

か
ら
、
取
得
原
価
主
義
に
よ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

②
投
資
等

１
年
を
超
え
て
所
有

す
る「
出
資
金
」、１
年
を
超
え
る
貸

付
期
間
の
あ
る「
貸
付
金
」な
ど
で
す
。

③
流
動
資
産

流
動
資
産
は
、
流

動
性
の
高
い
基
金
で
あ
る
「
財
政

調
整
基
金
」お
よ
び「
減
債
基
金
」、

形
式
収
支
に
相
当
す
る
「
歳
計
現

金
」
や
「
未
収
金
」
な
ど
で
す
。

◆住民１人当たりのバランスシート� （単位：円）�

※住民１人当たりの金額は、バランスシートの金額を当該年度末の人口で割り、円単位で表示しました。（平成20年３月末人口18,919人）�
　�

 ［資産の部］�

　1.有形固定資産�

　2.投資等�

　 (1)投資および出資金 �

　 (2)貸付金�

　 (3)基金�

　 (4)退職手当組合積立金�

　　　投資等合計�

　3.流動資産�

　 (1)現金・預金 �

　 (2)未収金�

　　　流動資産合計�

�

　　資　産　合　計�

 ［負債の部］�

　1.固定負債�

　 (1)地方債 �

　 (2)債務負担行為�

　 (3)退職給与引当金�

　　固定負債合計�

　2.流動負債�

　 (1)翌年度償還予定額 �

　 (2)未払金等�

　　流動負債合計�

　　負 債 合 計 �

　［正味資産の部］�

　　正味資産合計�

　負債・正味資産合計�

�

836,687�

�

21,669�

8,066�

31,244�

9,167�

70,147�

�

148,517�

8,288�

156,806�

�

1,063,639

�

△13,930�

�

△ 384�

△ 479�

△ 1,373�

475�

△ 1,760�

�

3,946�

△ 179�

3,767�

�

△11,924

�

△ 1.6�

�

△ 1.7�

△ 5.6�

△ 4.2�

5.5�

△ 2.4�

�

2.7�

△ 2.1�

2.5�

�

△ 1.1

�

�

223,138�

0�

40,573�

268,844�

�

16,546�

0�

16,546�

285,390�

�

778,249�

1,063,639

�

�

3,757�

0�

△ 1,095�

7,795�

�

1,099�

0�

1,099�

8,894�

�

△ 20,817�

△ 11,924

�

�

1.7�

0.0�

△ 2.6�

3.0�

�

7.1�

0.0�

7.1�

3.2�

�

△ 2.6�

△ 1.1

借　　　　　　　方�
平成19年度�

�

850,617�

�

22,053�

8,545�

32,617�

8,692�

71,907�

�

144,571�

8,467�

153,039�

�

1,075,563

平成18年度� 増減額� 増減率(%)

貸　　　　　　　方�
平成19年度�

�

�

219,381�

0�

41,668�

261,049�

�

15,447�

0�

15,447�

276,496�

�

799,066�

1,075,563

平成18年度� 増減額� 増減率(%)

�

�

バランスシートとは？�バランスシートとは？�

（５）
資
産
の
評
価

建
物
の
評
価
額
は
、
当
時
の
建

設
費
を
取
得
原
価
と
し
、
国
で
示

し
た
耐
用
年
数
に
基
づ
き
減
価
償

却
後
の
資
産
を
計
上
し
ま
し
た
。

土
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
当
時

の
価
格
を
原
価
と
し
、
減
価
償
却

は
行
い
ま
せ
ん
。

（６）
負
債
の
分
類

①
固
定
負
債

固
定
負
債
は
「
地

方
債
（
長
期
借
入
金
）」
お
よ
び

「
退
職
給
与
引
当
金
」
で
、
地
方

債
は
こ
れ
か
ら
償
還
す
る
元
金
を

計
上
（
た
だ
し
、
翌
年
度
に
償
還

を
予
定
し
て
い
る
元
金
は
流
動
負

債
に
計
上
）
し
、
退
職
給
与
引
当

金
は
年
度
末
に
職
員
全
員
が
普
通

退
職
し
た
と
想
定
し
、
そ
の
要
支

給
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

②
流
動
負
債

１
年
以
内
に
返
済

す
る
借
入
金
な
ど
で
す
。

（７）
正
味
資
産
の
分
類

資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た

純
粋
な
資
産
で
あ
り
、
国
庫
支
出

金
・
県
支
出
金
と
一
般
財
源
な
ど

に
分
類
し
て
計
上
し
ま
し
た
。
営

利
活
動
を
目
的
と
し
な
い
地
方
公

共
団
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作

成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

資
本
な
ど
の
名
称
は
避
け
、「
正

味
資
産
」の
呼
称
を
用
い
ま
し
た
。

バランスシート(貸借対照表)は、決算時に保有する土地や建物などの
資産と長期借入金などの負債および資本の状況を総括的に表示した一覧
表です。
国や地方公共団体の官庁会計決算が１年間の現金の収入支出の結果を

表しているのに対し、バランスシートは、過去からの財政運営の結果と
して蓄積された資産の状況や、その資産を形成するために要した財源の
状況を表しています。バランスシートは、財政の全体像を明らかにする
とともに、財政の健全性を推しはかる基準ともなります。
今回作成したバランスシートは、総務省の作成基準に基づき、平成19

年度末における吉岡町の資産の状況とその資産を形成するために要した
財源の状況を表示しています。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
基
準
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◆バランスシート� （単位：千円）�

※債務負担行為に関する情報�
①物件の購入等に係るもの�
②債務保証または損失補償に係るもの�
③利子補給等に係るもの�

（ 平成19年度 ）�

0

513,020

千円�

千円�

千円�

�

0

�
（ 平成18年度 ）�

0 千円�

千円�

千円�

0

2,535

�

�
 ［資産の部］�

　1.有形固定資産�

　 (1)総務費 �

　 (2)民生費�

　 (3)衛生費�

　 (4)労働費�

　 (5)農林水産業費�

　 (6)商工費�

　 (7)土木費�

　 (8)消防費�

　 (9)教育費�

　 (10)その他�

　　　　計�

　　　（　　うち土地　　）�

�

　　有形固定資産合計�

�

　2.投資等�

　 (1)投資および出資金 �

　 (2)貸付金�

　 (3)基金�

　 　 ①特定目的基金�

　 　 ②土地開発基金�

　 　 ③定額運用基金�

　　　　基金計 �

　 (4)退職手当組合積立金�

　　　投資等合計�

　3.流動資産�

　 (1)現金・預金�

　 　 ①財政調整基金�

　 　 ②減債基金�

　 　 ③歳計現金�

　　　　現金・預金計�

　 (2)未収金�

　 　 ①地方税�

　 　 ②その他�

　　　　未収金計�

　　流動資産合計�

　　資 産 合 計 　�

�
　�

　　  �

 1,696,685�

 438,815�

 290,218�

 282�

 1,171,845�

 3,616�

 5,632,590�

 128,020�

 6,352,769�

 114,435�

 15,829,275 

5,604,277�

  �

 15,829,275 �

  �

  �

 409,962�

 152,601�

  �

 572,704�

 18,403�

 0�

 591,107�

 173,436�

 1,327,106�

  �

    �

 2,126,681�

 427,799�

 255,320�

 2,809,800�

  �

 149,520�

 7,289�

 156,809�

 2,966,609�

 20,122,990

�
　�

　　�

△ 53,127�

886�

△ 16,643�

0�

△ 83,831�

△ 187�

182,243�

△ 45,609�

33,746�

△ 1,168�

16,310�

179,898�

�

16,310�

�

�

0�

△ 6,254�

�

△ 14,451�

0�

△ 800�

△ 15,251�

11,851�

△ 9,654�

�

�

130,000�

2,090�

△ 9,869�

122,221�

�

15,443�

△ 16,043�

△ 600�

121,621�

128,277

�
　�

　　�

△ 3.0�

0.2�

△ 5.4�

0.0�

△ 6.7�

△ 4.9�

3.3�

△ 26.3�

0.5�

△ 1.0�

0.1�

3.3�

�

0.1�

�

�

0.0�

△ 3.9�

�

△ 2.5�

0.0�

△ 100.0�

△ 2.5�

7.3�

△ 0.7�

�

�

6.5�

0.5�

△ 3.7�

4.5�

�

11.5�

△ 68.8�

△ 0.4�

4.3�

0.6

�
 ［負債の部］�

　1.固定負債�

　 (1)地方債 �

　 (2)債務負担行為�

　 　 ①物件の購入等�

　 　 ②債務保証または損失補償�

　 　 　債務負担行為計　 

　 (3)退職給与引当金�

　 　 固定負債合計　�

　�

　2.流動負債�

　 (1)翌年度償還予定額�

　 (2)未払金等�

　 　 流動負債合計　　�

�

 　　負 債 合 計 �

�

�

�

 ［正味資産の部］�

�

　1.国庫支出金�

�

　2.都道府県支出金�

�

　3.一般財源等�

�

�

　　正味資産合計�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　　負債・正味資産合計

�
　�

　　�

4,221,552�

�

0�

97,104�

97,104�

767,599�

5,086,255�

�

�

313,037�

0�

313,037�

�

5,399,292�

�

�

�

�

�

2,349,894�

�

917,357�

�

11,456,447�

�

�

14,723,698�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

20,122,990

�
　�

　　�

143,263�

�

0�

97,104�

97,104�

△ 7,018�

233,349�

�

�

25,874�

0�

25,874�

�

259,223�

�

�

�

�

�

36,492�

�

△ 71,003�

�

△ 96,435�

�

�

△ 130,946�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

128,277

�
　�

　　�

3.5�

�

0.0�

0.0�

0.0�

△ 0.9�

4.8�

�

�

9.0�

0.0�

9.0�

�

5.0�

�

�

�

�

�

1.6�

�

△ 7.2�

�

△ 0.8�

�

�

△ 0.9�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

0.6

借　　　　　　　　　方�
平成19年度� 増減額� 増減率(%)

貸　　　　　　　　　方�
平成19年度�

�
　�

　　�

1,749,812�

437,929�

306,861�

282�

1,255,676�

3,803�

5,450,347�

173,629�

6,319,023�

115,603�

15,812,965�

5,424,379�

�

15,812,965�

�

�

409,962�

158,855�

�

587,155�

18,403�

800�

606,358�

161,585�

1,336,760�

�

�

1,996,681�

425,709�

265,189�

2,687,579�

�

134,077�

23,332�

157,409�

2,844,988�

19,994,713�

�
　�

　　�

4,078,289�

�

0�

0�

0�

774,617�

4,852,906�

�

�

287,163�

0�

287,163�

�

5,140,069�

�

�

�

�

�

2,313,402�

�

988,360�

�

11,552,882�

�

�

14,854,644�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

19,994,713

平成18年度� 平成18年度� 増減額� 増減率(%)

�

�



８2008.11

◆有形固定資産明細表� （単位：千円）

取得価額�
A
減価償却累計額�

B
残存価額�

A-B
総務費�

庁舎等�

2,915,342�

1,020,467�

1,894,875�

1,045,110�

115,413�

929,697�

422,607�

0�

0�

0�

0�

104,368�

318,239�

1,326�

4,719,258�

73,310�

470,146�

1,150�

0�

0�

2,170,990�

0�

2,003,662�

10,557�

0�

4,057�

6,500�

11,456,121�

8,513,973�

427,837�

308,610�

0�

0�

0�

1,713,616�

668,987�

0�

95,277�

946,761�

2,591�

491,028�

0�

1,057�

771,919�

25,925�

745,994�

8,920,638�

3,114,485�

1,539,761�

0�

0�

0�

0�

0�

2,973,414�

1,292,978�

331,109�

30,593,987

1,218,657�

425,842�

792,815�

606,295�

87,150�

519,145�

132,389�

0�

0�

0�

0�

52,718�

79,671�

1,044�

3,547,413�

60,442�

400,747�

888�

0�

0�

1,892,296�

0�

1,193,040�

6,941�

0�

2,521�

4,420�

5,823,531�

5,254,647�

110,751�

31,062�

0�

0�

0�

152,143�

83,687�

0�

29,077�

38,334�

1,045�

274,886�

0�

42�

643,899�

3,633�

640,266�

2,567,869�

849,103�

531,445�

0�

0�

0�

0�

0�

664,084�

523,237�

216,674�

14,764,712

1,696,685�

594,625�

1,102,060�

438,815�

28,263�

410,552�

290,218�

0�

0�

0�

0�

51,650�

238,568�

282�

1,171,845�

12,868�

69,399�

262�

0�

0�

278,694�

0�

810,622�

3,616�

0�

1,536�

2,080�

5,632,590�

3,259,326�

317,086�

277,548�

0�

0�

0�

1,561,473�

585,300�

0�

66,200�

908,427�

1,546�

216,142�

0�

1,015�

128,020�

22,292�

105,728�

6,352,769�

2,265,382�

1,008,316�

0�

0�

0�

0�

0�

2,309,330�

769,741�

114,435�

15,829,275

その他�

民生費�

保育所�

その他�

衛生費�

労働費�

農林水産業費�

清掃費�

環境衛生費�

造林�

商工費�

国立公園等�

観光�

その他�

土木費�

その他�

合　計�

道路�

橋りょう�

河川�

砂防�

海岸保全�

港湾�

林道�

消防費�

庁舎�

その他�

教育費�

小学校�

中学校�

高等学校�

幼稚園�

特殊学校�

大学�

各種学校�

社会教育�

その他�

治山�

砂防�

漁港�

農業農村整備�

海岸保全�

その他�

その他�

ごみ処理�

都市計画�

住宅�

空港�

その他�

街路�

都市下水路�

区画整理�

公園�

その他�

し尿処理�

その他�

◆土地明細表� （単位：千円）

道路橋りょう�

街路�

公営住宅�

小学校�

中学校�

その他�

合　計�

1,902,836

取得価額�

384,103

27,954

416,571

90,332

2,782,481

5,604,277

◆補助金・負担金等計算表� （単位：千円）
昭和44年度以降累計額�

補助事業�

13,500

67,848

230,871

0

1,891,473

0

418,590

0

173,610

0

2,795,892

32,228

29,456

8,617

0

218,594

7,160

126

6,450

4,200

0

306,831

0

0

0

280

74,038

0

1,096,141

19,662

0

0

1,190,121

157

0

944,032

0

489,252

0

1,037,021

0

297,063

0

2,767,525

45,885

97,304

1,183,520

280

2,673,357

7,160

2,551,878

26,112

474,873

0

7,060,369

単独事業�県営事業� 合　計�直轄事業等�

総務費�

民生費�

衛生費�

労働費�

農林水産業費�

商工費�

土木費�

消防費�

教育費�

その他�

合　計�

�

◆普通建設事業費に係る補助金・負担金等の状況�
（単位：千円）

（注）国直轄事業負担金、県営事業負担金、同級他団体・公的団体等に対する普通建�
　　　設事業に係る補助金等をとりまとめたものです。�

直近５カ年の実績�

0

0

5,709

0

7,842

0

1,506

19,662

0

0

34,719

0

0

17,640

0

767

0

9,037

0

0

0

27,444

45,885

97,304

1,183,520

280

2,673,357

7,160

2,551,878

26,112

474,873

0

7,060,369

平成19年度�

0

0

6,380

0

2,264

0

0

0

0

0

8,644

0

47,698

5,274

0

1,468

0

15,146

0

0

0

69,586

0

0

15,327

0

1,816

0

6,476

0

0

0

23,619

平成18年度�平成17年度�平成16年度�平成15年度�

昭和44年度�
以降累計額�

総務費�

民生費�

衛生費�

労働費�

農林水産業費�

商工費�

土木費�

消防費�

教育費�

その他�

合　計�

�
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●
「
実
質
赤
字
比
率
」

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
を
行
う
地
方
公
共
団
体
の
一
般

会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示

す
の
が
「
実
質
赤
字
比
率
」
で
す
。

町
に
お
い
て
、
実
質
赤
字
額
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字

を
合
算
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と
し
て

の
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
の
が

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
で
す
。

町
に
お
い
て
、
連
結
実
質
赤
字
額

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
「
実
質
公
債
費
比
率
」

地
方
公
共
団
体
の
長
期
の
借
入

金
を
地
方
債
と
い
い
ま
す
が
、
こ

の
元
金
お
よ
び
利
息
の
支
払
い
を

公
債
費
と
い
い
ま
す
。
公
債
費
や

公
債
費
に
準
ず
る
経
費
は
、
す
ぐ

に
削
減
し
た
り
、
先
送
り
し
た
り

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、
一
度
こ
の
経
費
が
増
額
す
る

と
長
期
間
に
わ
た
り
支
払
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
こ
の
経
費
を
指
標
化
し
た
も

の
が
「
実
質
公
債
費
比
率
」
で
す
。

町
の
比
率
は
10
・
５
％
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準
は
25
・
０
％
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
将
来
負
担
比
率
」

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
（
地
方
債
）
や
将
来
支
払

っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
金

な
ど
の
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度

を
指
標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫

す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を

示
す
の
が
「
将
来
負
担
比
率
」
で

す
。町
の
比
率
は
24
・
８
％
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準
は
３
５
０
・

０
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
資
金
不
足
比
率
」

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公

営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金

収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
す

の
が
「
資
金
不
足
比
率
」
で
す
。

町
に
お
い
て
、
資
金
不
足
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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介護保険ってどんな保険？�
支えあいで安心の高齢期を支えあいで安心の高齢期を�

介護保険ってどんな保険？�
支えあいで安心の高齢期を支えあいで安心の高齢期を�

介護保険ってどんな保険？�
支えあいで安心の高齢期を�

P a r t ③ � ～65歳以上の人の保険料について～�

介護保険の財源の内訳�

65歳以上の人の保険料�
19％�

40～64歳の人の保険料�
31％�

公費（税金）�
50％�

　�

平成18年～20年度の吉岡町の基準額�

この「基準額」をもとに、所得に応じた負担になるように、６段階の保険料に分かれます。�

※１老齢福祉年金　明治44年４月１日以前に生まれた人、または大正５年４月１日までに生まれた人で一定の要件を満たしている人に支給され�
　　　　　　　　　ている年金です。�
※２合計所得金額  「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です。�

所得階層�

第１段階�

第２段階�

第３段階�

第４段階�

第５段階�

第６段階�

●生活保護を受給している人�
●老齢福祉年金※1を受給している人で、世帯全員が市町村民税非課�
　税の人�

世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額※2と前年の課�
税年金収入額の合計が80万円以下の人�

世帯全員が市町村民税非課税で、第2段階に該当しない人�

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非�
課税の人�

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満の人�

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の人�

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額�

基準額×1.25

基準額×1.5

21,500円�

32,200円�

43,000円�

53,800円�

64,500円�

21,500円�

対　　象　　者� 保険料率の調整�保険料(年額)

　　特別な事情がないのに、保険料の滞納が続く場合、未納期間に応じて給付が一時差し止めになったり、�
　利用者負担が１割から３割になるなどの措置がとられます。�

町で必要な介護サービスの�
総費用�

65歳以上の負担分�
19％� 町の65歳以上の人数�×� ÷� ＝� 基準額�

43,000円（年額）�

1年以上滞納した場合� 1年6ヵ月以上滞納した場合� 2年以上滞納した場合�

��

1年以上滞納した場合� 1年6ヶ月以上滞納した場合� 2年以上滞納した場合�

1年以上滞納した場合� 1年6ヵ月以上滞納した場合� 2年以上滞納した場合�
1年以上滞納した場合� 1年6ヵ月以上滞納した場合� 2年以上滞納した場合�

介
護
保
険
料
は
何
に

使
わ
れ
て
い
る
の
？

介
護
保
険
料
は
、
介
護
が

必
要
な
人
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
用
な
ど
を
ま
か
な
う
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
財
源

で
み
る
と
、
全
体
の
50
％
が

公
費
（
税
金
）、
19
％
が
65

歳
以
上
の
保
険
料
、
31
％
が

40
〜
64
歳
の
保
険
料
と
な
り

「
支
え
あ
い
の
制
度
」
に
な

っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
決
ま
り
方

（
65
歳
以
上
の
人
）

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料

は
、
吉
岡
町
で
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
が
ま
か
な
え

る
よ
う
算
出
さ
れ
た
「
基
準

額
」
を
も
と
に
決
ま
り
ま
す
。

「
基
準
額
」
は
３
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
保
険
料
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
す
。（21
年
度
改
正
予
定
）
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納

税

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

町
税
な
ど
の
徴
収
強
化
を
進
め
ま
す

町
で
は
、
町
税
を
納
期
限
が
過
ぎ

て
も
未
納
の
人
に
は
督
促
状
や
催
告

書
を
送
り
、
納
税
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
納
め
て
い
な
い
人
を

対
象
に
11
月
か
ら
12
月
の
２
ヵ
月

間
、
役
場
管
理
職
と
担
当
職
員
に
よ

る
町
税
滞
納
整
理
特
別
整
理
班
を
編

成
し
、
町
税
の
滞
納
整
理
と
徴
収
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病

気
、
事
業
の
廃
止
や
休
止
な
ど
の
事

情
に
よ
り
町
税
の
納
付
が
困
難
な
人

は
、税
務
室
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
は
自
主
納
付
が
原
則
で
す
の

で
、
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。
納
税
の
時
間
が
取
れ
な
い

人
は
、
し
の
の
め
信
用
金
庫
総
社
吉

岡
支
店
（
フ
ォ
リ
オ
吉
岡
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
）
で
平
日
お
よ
び

土
・
日
曜
、
祝
日
も
午
後
５
時
ま
で

納
税
で
き
ま
す
の
で
、
送
付
し
て
あ

る
納
入
通
知
書
を
持
参
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、
徴
収
強
化
策
と
し
て
、
訪

問
徴
収
や
文
書
催
告
な
ど
を
行
っ
て

も
、
納
税
に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
滞

納
者
の
人
に
は
次
の
よ
う
な
処
置
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
預
貯
金
・
不
動
産
・
売
掛
金
な
ど

の
差
し
押
さ
え
の
執
行

※
平
成
20
年
に
つ
い
て
は
９
月
末
現

在②
地
方
税
法
第
48
条
の
規
定
に
基
づ

く
徴
収
業
務
の
引
継
ぎ

（
町
に
代
わ
っ
て
県
税
事
務
所
が
個

温

泉

よ
し
お
か
温
泉
「
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
」

町
民
特
別
無
料
招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉

の
増
進
な
ら
び
に
地
域
の
振
興
お
よ

び
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

よ
し
お
か
温
泉
「
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉

岡
」
の
町
民
特
別
無
料
招
待
券
を
進

呈
し
ま
す
。

町
民
特
別
無
料
招
待
券
は
、
こ
の

広
報
紙
に
挟
み
込
ん
で
配
ら
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
財
務
課
財
政
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
３
１)

有
効
期
限
　
平
成
21
年
１
月
31
日

人
県
民
税
の
徴
収
お
よ
び
滞
納
処
分

を
実
施
で
き
る
）

平
成
19
年
度
は
14
人
を
県
税
事
務

所
へ
引
継
い
で
い
ま
す
。

③
公
売
の
実
施
（
差
し
押
さ
え
財
産

を
公
売
し
、
そ
の
代
金
を
町
税
の
未

納
部
分
に
充
て
る
）

平
成
20
年
度
は
10
月
30
日
（
木
）

に
中
部
県
民
局
管
内
で
不
動
産
合
同

公
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

滞
納
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
納
税
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
納
税
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
財
務
課
税
務
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）



異

動

教
育
委
員
の
異
動

教
育
委
員
長
に
瀬
下
忠
夫
さ
ん

教
育
委
員
長
の
原
沢
和
博
さ
ん
と

教
育
長
の
佐
藤
武
男
さ
ん
が
９
月
30

日
に
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
９
月
の
定
例
議
会
で
、
飯

塚
雅
男
さ
ん
（
新
任
）
と
佐
藤
武
男

さ
ん
（
再
任
）
を
選
任
す
る
同
意
を

得
て
、
10
月
１
日
付
で
町
長
が
任
命

し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
委
員

長
に
瀬
下
忠
夫
さ
ん
、
教
育
長
に
佐

藤
武
男
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
教
育
委
員
会
の
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
委
員
長

瀬
下
忠
夫

▽
職
務
代
行
者

北
村
勝
彦

▽
教
育
委
員

吉
澤
早
百
合
　

▽
教
育
委
員

飯
塚
雅
男

▽
教
育
長(

再
任)

佐
藤
武
男

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
５
９
３)
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恩

給

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑
留
者
・
引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

特
別
慰
労
品
贈
呈

平
成
21
年
３
月
31
日
で
「
特
別
慰

労
品
」贈
呈
の
受
付
が
終
了
し
ま
す
。

恩
給
欠
格
者
、戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
、『
特
別

慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す(

遺

族
の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん)

。

「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し
て

い
て
戦
後
に
引
揚
げ
て
き
た
家
族
全

員
が
対
象
で
す
。

請
求
書
類
は
、
役
場
町
民
生
活
課

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
未
請
求
の
人

は
早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
要
件
な
ど
の
質
問
は
、
次
の

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
ま
で
。

▼
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金

０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３

▼
受
付
時
間
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
15
分

▲佐藤武男教育長 ▲飯塚雅男教育委員

▲瀬下忠夫教育委員長
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平
成
20
年
１
月
か
ら
平
成
20
年
12

月
ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料

は
、
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

平
成
20
年
中
の
所
得
の
申
告
に
つ

い
て
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
際
に

は
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
な

ど
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど

か
ら
送
ら
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
を

証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ

キ
）
が
社
会
保
険
庁
か
ら
11
月
上
旬

に
送
ら
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ
の
控

除
証
明
書
ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料

の
領
収
証
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
告
を
す
る
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
牲
０
５
７
０
・
０
７

０
・
１
１
７
）
ま
た
は
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

今月の納税
住民税・・・・・・・４期
国民健康保険税・・・８期
介護保険料・・・・・８期
後期高齢保険料・・・５期

便利で確実な口座振替も利
用できます

納期限　12月１日(月)

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
は

依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、
特
に

子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重

大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
に

お
い
て
、
児
童
虐
待
問
題
は
、
社
会

全
体
で
早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

親
が
子
ど
も
に
対
し
て
身
体
・
心

理
・
性
的
虐
待
や
養
育
放
棄
を
行
う

こ
と
は
、
重
大
な
権
利
侵
害
で
す
。

虐
待
か
ど
う
か
は
親
の
意
思
と
は
無

関
係
で
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
実
際

に
苦
痛
か
、
有
害
か
が
最
優
先
で
判

断
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を
受

け
て
い
る
の
で
は
」
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
ら
、
迷
わ
ず
役
場
や
児

童
相
談
所
な
ど
に
連
絡
（
通
告
）
し

て
く
だ
さ
い
。
虐
待
だ
と
い
う
証
拠

が
な
く
て
も
、
虐
待
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
疑
い
の
段
階
で
連
絡（
通
告
）

し
て
く
だ
さ
い
。
通
告
は
子
ど
も
を

守
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
守
秘
義

務
違
反
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
連
絡
し
た
人
が
特
定

さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

渋
川
県
税
事
務
所
で
は
、
次
の
と

お
り
日
曜
窓
口
・
夜
間
（
延
長
）
窓

口
を
開
き
ま
す
。
納
税
や
納
税
相
談

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
曜
窓
口

11
月
30
日(

日)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

▼
夜
間
窓
口

11
月
25
日(
火)
〜
28

日
（
金
）、
12
月
１
日(

月)
午
後

７
時
30
分
ま
で

▼
問
合
せ
先

渋
川
県
税
事
務
所

（
渋
川
市
金
井
３
９
５
）

牲
22
・
４
０
５
０

【
児
童
虐
待
と
は
】

▼
身
体
的
虐
待
…
な
ぐ
る
、
け
る
、

縛
る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
異
物
を
飲
ま

せ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

▼
性
的
虐
待
…
性
的
行
為
の
強
要
や

教
唆
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体

に
す
る
な
ど

▼
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）
…
食

事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
家

な
ど
に
置
き
去
り
に
す
る
、
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い
、
同
居
人
の
子
ど

も
へ
の
暴
力
を
見
過
ご
す
な
ど

▼
心
理
的
虐
待
…
存
在
を
否
定
す
る

よ
う
な
暴
言
、
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

発
達
段
階
や
能
力
以
上
の
こ
と
を
要

求
し
出
来
な
い
と
叱
る
、
無
視
、
兄

弟
間
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
前

で
Ｄ
Ｖ
（
夫
や
妻
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
）
を
行
う
な
ど

▼
連
絡
（
通
告
）
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室
　

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
（
児

童
相
談
所
内
、
24
時
間
受
付
）

牲
０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
０
０



吉岡町青少年育成推進委員連絡協議会では、JR群馬
総社駅・八木原駅の各駅頭で青少年健全育成駅頭キャ
ンペーンを行いました。キャンペーンには青少年育成
推進委員の他、吉岡中学校教諭、教育委員会が参加。
駅を利用する高校生などにポケットティッシュを配布
し、青少年の健全育成を呼びかけました。

青少年の健全育成と環境浄化のために

青少年健全育成駅頭キャンペーン

地
域
の
行
事
や
珍
し
い
出
来
事
な
ど

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
！

皆
さ
ん
の
身
近
な
情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室
　
牲
54
・
３
１
１
１

142008.11

リバートピア吉岡は、９月に開館10周年を迎
えました。
10年間の総来館者数は342万人を数え、年間

30万人以上の人を癒してきたことになります。
「気に入っているから、よく来ます」という

町外からの来館者や、10年通い続けている人が
いるなど、リピーターが多いようです。
９月10日から12日には、お米やビールなど

が当たる抽選会が開催され、平日にもかかわら
ず、館内は大変賑わっていました。

リバートピア吉岡10周年

イベントを開催

９月15日、町および社会福祉協議会主催の｢敬老
福祉大会｣が文化センターで開催されました。
大会には、今年度75歳以上になる1,501人が招

待され、90歳以上207人中今年度90歳の42人に顕
彰、金婚祝いが28組に贈られ、また、寝たきりの
お年寄りを自宅で３年以上介護した12人に介護表
彰、４人以上の子どもを養育している人に贈られる
エンゼル表彰が１組に授与されました。
アトラクションでは、ポップス尺八奏者の昌平さ

んが訪れ、会場を楽しませました。

敬老福祉大会

長寿の皆さんを祝福

▲金婚祝い表彰



内　容内　容� 場　所場　所� 摘　　　　要摘　　　　要�日　　時日　　時� 対　象　者対　象　者�内　容�

わくわくあそび� 保健センター� 就学前に必要な集団遊びやリズム遊びをします�
申込みは不要、都合の良いときに参加してください�  1歳6ヵ月～未就学児と保護者�　12月16日(火)�

　時間　午前10：00～11：00

母 乳 相 談� 保健センター�

相談内容：助産師による母乳に関する相談、乳房
　　　　　マッサージ、家族計画となります�
持ち物：母子手帳、タオル3枚�
身長・体重測定もできます�
�

  乳幼児と親、または家族�
　12月25日(木)�
　受付　午前10：00～10：30

場　所� 摘　　　　要�日　　時� 対　象　者�

�

乳 児 健 診� 保健センター� 持ち物：母子手帳　記入済みの健診アンケート�
（すこやか手帳内）歯ブラシ（10～11ヵ月児）�

  平成20年１月、�
　　　　　 平成20年8月生まれ�

　12月 ９日(火）�
　受付　午後１：00～１：30

子育て教室� 保健センター� 親子で手遊びや歌遊びを楽しみながら、お母さんの
仲間作り　申込みは不要　持ち物：母子手帳�  平成20年４月・５月生まれ�　12月 ２日(火）�

　受付　午前10：00～10：15

３ 歳 児 健 診� 保健センター�
持ち物：母子手帳　記入済みの健診アンケート3枚
（すこやか手帳内）朝一番の尿　歯ブラシ　�
　※家で目と耳の検査をしてきてください�

  平成17年9月、10月生まれ�
　12月 ５日(金）�
　受付　午後１：00～１：30

健康相談内容：子育てに関すること��
　　　　　　　健康管理に関すること�
　　　　　　　（身体計測、尿検査、血圧測定等）�
　　　　　　　その他健康に関すること��
相 談 員 : 保健師・栄養士・看護師�
母子手帳の交付：妊娠届出書が必要��
�

健 康 相 談�
母子手帳交付� 保健センター�

　�
　12月 ７日(日）�
　  　  20日(土）�
　時間　午前 ９：30～11：00�
　　　　午後 １：00～ ４：00

　健康相談：相談のある人�
�
　母子手帳の交付：妊婦�

Ｂ　Ｃ　Ｇ� 保健センター�

持ち物：母子手帳　記入済みの予診票（すこやか
手帳内）�
　※体温測定は接種会場で行います�
　　接種終了後に離乳食講習会と試食があります�

　生後6ヵ月未満　１回�
　※生後3ヵ月からが望ましい�

　12月16日(火）�
　受付　午後１：00～１：30

■保健センター内
健康づくり室
54ー7744

次の日程で、胸部レントゲンのみ巡回検診を行います。�
65歳以上の人でまだ検診を受けていない人は、都合の良い場所�
で受けてください。�

老人福祉センター�

隣保館�

小倉集会所�

上野原集会所�

上野田集落センター�

漆原中央住民センター�

駒寄住民センター�

大久保集落センター�

上中町集落センター�

陣場公会堂�

午前 10 ： 00 ～ 10 ： 40�

午前 11 ： 00 ～ 11 ： 40�

午後 １ ： 30 ～ ２ ： 00�

午後 ２ ： 20 ～ ２ ： 40�

午後 ３ ： 00 ～ ３ ： 30�

午前 10 ： 00 ～ 11 ： 00�

午前 11 ： 20 ～ 11 ： 50�

午後 １ ： 30 ～ ２ ： 00�

午後 ２ ： 10 ～ ２ ： 40�

午後 ３ ： 00 ～ ３ ： 30

12月 ３日（水）�

日　　程� 会　　場� 開 催 時 間�

12月 ４日（木）�

15 2008.11



吉岡寄席�吉岡寄席�吉岡寄席�吉岡寄席�吉岡寄席�
12月14日�

日�

吉岡寄席�吉岡寄席�

162008.11

■吉岡町図書館　
(文化センター内)

54ー6767

http://www.library.yoshioka.gunma.jp/

●休館日
11／10(月)・17(月)・25(火)・26(水)・27(木)・
12／１(月)・８日(月)

図 書 館
文化センター

一
　
般
　
書

児
　
童
　
書

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

黒
の
狩
人
　
上
下

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

お
ば
さ
ん
未
満

地
球
（
ガ
イ
ア
）
の
祈
り

こ
こ
ろ
げ
そ
う
　
（
大
活
字
）

キ
ン
ギ
ョ
の
て
ん
こ
う
せ
い

ラ
ブ
ち
ゃ
ん
と
ボ
タ
ン
タ
ン
　
２

16
歳
。
死
ぬ
前
に
し
て
み
た
い
こ
と

バ
ッ
テ
リ
ー

ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
　
第
１
章

た
の
し
い
え
か
き
う
た

B
E
S
T
F
IC
T
IO
N

演
歌
の
花
つ
づ
り

森
を
育
て
る
生
き
も
の
た
ち

ル
ル
と
ラ
ラ
の
カ
ス
タ
ー
ド
・
プ
リ
ン

■吉岡町文化センター
54ー1161

http://park17.wakwak.com/̃yosibun/

お知らせ

わらべの会の読み聞かせ

毎週土曜日　午後２時～　

パネルシアター
11月12日(水)
午前10時～／午前10時30分～

林家たい平 マギー司郎

三遊亭円丈

　期　　日�
　時 　 間 �
�
　会 　 場 �
�
　入 場 料�
�
　チケット�
　取扱場所�

12月14日（日）�
午後２時開演�
（午後１時30分開場）�
文化センターホール�
（全席指定）�
2,500円�
（当日券は500円増し）�
文化センター窓口（文化セン�
ター休館日は、教育委員会窓�
口で取扱っています）�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�



■教育委員会事務局生涯学習室
54ー0044

17 2008.11

と
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
し
て

が
ん
ば
り
た
い
。」
と
、
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
結
果
、
11
月
１
日

か
ら
開
催
さ
れ
た
県
大
会
に
支
部

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

体
育
協
会
野
球
連
盟
秋
季
大
会

が
９
月
21
・
28
日
の
２
日
間
に
渡

り
開
催
さ
れ
、
今
季
は
Ａ
・
Ｂ
ク

ラ
ス
分
け
し
な
い
統
一
ク
ラ
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
初
日
の
21
日
は
深
夜
か
ら

の
雨
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
何
と
か
２
回
戦
ま
で
消
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
28
日
は

早
朝
か
ら
気
温
が
上
が
ら
ず
、
季

節
外
れ
の
寒
さ
の
中
試
合
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
結
果
、
群
馬
丸
太

運
輸
野
球
部
が
夏
・
秋
季
連
続
優

勝
を
飾
り
、
強
豪
チ
ー
ム
の
強
さ

を
見
せ
つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
夏

季
大
会
Ｂ
ク
ラ
ス
初
出
場
初
優
勝

の
株
式
会
社
サ
ン
ワ
が
準
優
勝
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

優
　
勝

群
馬
丸
太
運
輸
野
球
部

準
優
勝

株
式
会
社
サ
ン
ワ

個
人
賞

最
優
秀
選
手
賞
　
登
坂
真
樹
（
群

馬
丸
太
）
、
打
撃
賞
　
斉
藤
弘

（
群
馬
丸
太
）、
敢
闘
賞
　
石
井
雅

也
（
サ
ン
ワ
）、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞

斉
藤
弘
（
群
馬
丸
太
）
・
倉
林
優

（
楽
戦
）
・
青
木
稔
浩
（
川
西
）

優
勝
し
た
漆
原
東
自
治
会
チ
ー

ム
は
、
町
代
表
と
し
て
９
月
６
日

に
行
わ
れ
た
第
２
回
群
馬
県
ジ
ョ

イ
フ
ル
・
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
、
準
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

▲優勝　群馬丸太運輸野球部

９
月
21
日
、
吉
岡
Ｉ
Ｑ
が
第
２

回
群
馬
県
会
長
賞
還
暦
軟
式
野
球

大
会
・
渋
川
北
群
馬
支
部
大
会
で

２
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
19
回
北
毛
地
区
還
暦

親
善
野
球
大
会
が
５
月
10
日
か
ら

10
月
４
日
ま
で
北
毛
地
区
の
12
チ

ー
ム
に
よ
る
総
当
た
り
戦
が
行
な

わ
れ
、
最
終
日
の
試
合
で
勝
利
を

お
さ
め
、
10
勝
１
敗
の
ト
ッ
プ
成

績
で
昨
年
に
続
き
２
年
連
続
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

就
任
２
年
目
と
な
る
田
中
監
督

は
、「
こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
の
総

合
力
を
高
め
、
群
馬
県
で
の
優
勝

８
月
24
日
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
郡

大
会
が
行
わ
れ
、
駒
寄
自
治
会
チ

ー
ム
が
９
対
４
で
榛
東
村
代
表
チ

ー
ム
を
破
り
、
県
大
会
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
代

表
の
吉
岡
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ズ
も
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
11
月
２

日
、
前
橋
北
部
運
動
場
で
開
催
さ

れ
た
群
馬
県
民
体
育
大
会
秋
季
大

会
に
男
女
揃
っ
て
出
場
し
ま
し
た
。

町
民
野
球
大
会
に
優
勝
し
た
小

倉
自
治
会
チ
ー
ム
は
、
９
月
14
日

に
開
催
さ
れ
た
第
54
回
渋
川
北
群

馬
支
部
町
内
対
抗
野
球
大
会
に
出

場
。
３
回
戦
を
勝
ち
抜
き
、
優
勝

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
10
月
18

日
・
19
日
の
群
馬
県
町
内
対
抗
野

球
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

▲個人賞 左から斉藤弘さん、登坂真樹さん、石井雅也さん

還
暦
野
球
の
�

　
「
吉
岡
Ｉ
Ｑ
」
�

　
　
　
が
ダ
ブ
ル
優
勝
�

還
暦
野
球
の
�

　
「
吉
岡
Ｉ
Ｑ
」
�

　
　
　
が
ダ
ブ
ル
優
勝
�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
郡
大
会�

第
　
回
渋
川
北
群
馬
支
部�

町
内
対
抗
野
球
大
会�

54

町
民
ジ
ョ
イ
フ
ル
・�

ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会�

秋
季
野
球
大
会
�

秋
季
野
球
大
会
�
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準
優
勝

萩
原
初
実

筑
井
敏
夫

第
３
位

岩
崎
竜
也

田
部
井
和
久

▼
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝

佐
藤
康
子

神
山
陽
子

準
優
勝

渡
辺
貴
子

湯
木
千
恵
美

第
３
位

儘
田
香
代

松
岡
祐
三
子

９
月
28
日
、
前
橋
ゴ
ル
フ
場
で

１
７
０
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
成
績

▼
女
子
の
部

優
　
勝

山
口
ヒ
ロ
代
（
47
・
46

グ
ロ
ス
93
）
ネ
ッ
ト
72
・
６

準
優
勝

北
村
富
美
恵

第
３
位

堤
恵
美
子

▼
シ
ニ
ア
の
部

優
　
勝

福
田
博
己
　
（
44
・
43

グ
ロ
ス
87
）
ネ
ッ
ト
70
・
２

準
優
勝

大
淵
英
美

第
３
位

飯
島
　
亘

▼
一
般
の
部

優
　
勝

近
藤
清
臣
　
（
38
・
40

グ
ロ
ス
78
）
ネ
ッ
ト
70
・
８

準
優
勝

栗
山
尊
弘

第
３
位

榊
原
裕
昭

▼
団
体
の
部
（
上
位
３
人
の
グ
ロ

ス
の
合
計
）

優
　
勝

南
下
自
治
会

グ
ロ
ス
２
３
７

準
優
勝

駒
寄
自
治
会

グ
ロ
ス
２
４
２

第
３
位

小
倉
自
治
会

グ
ロ
ス
２
４
５

▼
主
催

吉
岡
町
体
育
協
会
剣
道

部▼
後
援

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

保
護
者
会
、
吉
岡
中
学
校
剣
道
部

保
護
者
会

▼
期
日

12
月
14
日(

日)

▼
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

９
９
月
28
日
、
明
治
小
学
校
体
育

館
で
第
35
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
成
績

▼
小
学
４
年
生
以
下
の
部

優
　
勝

桑
原
朋
子

準
優
勝

松
岡
朋
恵

第
３
位

堀
　
瑞
恵

第
４
位

高
見
澤
麻
衣

▼
小
学
５
年
生
の
部

優
　
勝

堀
川
亜
樹

準
優
勝

阿
久
澤
美
里

第
３
位

後
藤
翔
太

第
４
位

堀
川
直
樹

▼
小
学
６
年
生
の
部

優
　
勝

高
橋
　
和

準
優
勝

松
岡
祐
衣

第
３
位

儘
田
亜
美

第
４
位

遠
藤
瑞
歩

▼
中
学
１
年
生
の
部

優
　
勝

田
中
瑶
子

準
優
勝

中
山
未
希

第
３
位

宮
下
春
香

第
４
位

常
木
里
紗

▼
中
学
２
年
生
の
部

優
　
勝

馬
場
　
咲

準
優
勝

根
岸
沙
樹

第
３
位

関
口
詩
織

第
４
位

横
坂
千
秋

▼
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝

高
橋
治
彦

小
林
康
博

▼
会
場

社
会
体
育
館
剣
道
場

▼
参
加
資
格

小
学
１
年
生
以
上

（
大
人
含
む
）

▼
参
加
費

無
料

▼
携
行
品

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

▼
そ
の
他

昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

▼
申
込
先

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
保
護
者
会
　
入
沢
み
ち
よ

55
・
５
８
８
３

▼
問
合
せ
先

吉
岡
町
剣
道
会

小
竹
照
明
　
　
54
・
２
３
５
１

第
　
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会�

35

第
　
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会�

34

一
般
の
部
優
勝
　
近
藤
清
臣
さ
ん
　

シ
ニ
ア
の
部
優
勝
　
福
田
博
己
さ
ん
　

女
子
の
部
優
勝
　
山
口
ヒ
ロ
代
さ
ん
　

▲ ▲ ▲

ス
ノ
ー
フ
レ
ン
ド
の
夕
べ�

第
２
回
体
験
剣
道
教
室�

第
　
回
町
民
野
球
大
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
講
演
会�

50

町
体
育
協
会
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
皆
さ
ん
に
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
に
親
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
ス
ノ
ー
フ
レ
ン
ド
の
夕

べ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日

12
月
13
日(

土)

▼
時
間

午
後
６
時
30
分
開
演

（
午
後
６
時
開
場
）

▼
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ
先

吉
岡
体
協
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

野
村
　
　
55
・
５
６
８
１

森
田
　
　
54
・
３
６
７
５

元
巨
人
軍
投
手
　
種
部
儀
康
氏

を
迎
え
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

野
球
好
き
な
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
期
日

11
月
30
日(

日)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
開
演

（
午
後
１
時
開
場
）

▼
入
場
料

無
料
（
先
着
５
０
８

人
）

▼
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
講
師

元
巨
人
軍
投
手
　
種
部

儀
康
氏
（
巨
人
Ｖ
９
選
手
で
投
手

と
し
て
活
躍
後
、
南
海
ホ
ー
ク
ス

投
手
、
引
退
後
は
南
海
ホ
ー
ク
ス

投
手
コ
ー
チ
を
歴
任
。
現
在
は
日

本
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
で
選
手

育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。



情
に
応
じ
国
民
の
皆
さ
ま
の
社
会

経
済
生
活
の
実
情
に
沿
っ
て
適
切

か
つ
柔
軟
に
、
で
き
る
限
り
前
倒

し
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の

皆
さ
ま
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。
名
簿
記
載
通

知
に
同
封
さ
れ
る
調
査
票
や
選
任

手
続
期
日
の
お
知
ら
せ（
呼
出
状
）

に
同
封
さ
れ
る
質
問
票
は
、
裁
判

員
候
補
者
の
人
の
ご
事
情
を
早
期

に
お
尋
ね
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無

用
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
を
避
け
る
た
め
の
も
の
で

す
。
ご
記
入
・
ご
返
送
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

前
橋
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
庶
務
係

０
２
７
・
２
３
１
・
４
２
７
５
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字
幕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座

聴
覚
障
害
者
の
人
た
ち
の
た
め

に
、
ビ
デ
オ
な
ど
に
字
幕
を
挿
入

し
情
報
提
供
す
る
た
め
の
方
法
を

学
び
ま
す
。受
講
料
は
無
料
で
す
。

▼
期
日

平
成
21
年
１
月
29
日(

木)

〜
３
月
12
日(

木)

※
毎
週
木
曜

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

▼
会
場

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

次
の
要
件
を
満
た
す

人
　
①
県
内
に
居
住
②
全
日
程
出

席
③
講
座
修
了
後
、
字
幕
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
④
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

▼
内
容

○
聴
覚
障
害
者
向
け
字

幕
と
は
○
字
幕
の
作
り
方
　
な
ど

▼
定
員

10
人

▼
申
込
期
間

12
月
１
日(

月)

〜

12
月
12
日(

金)

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
次

の
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
①
郵
便
番
号
②
住
所
③

氏
名(

フ
リ
ガ
ナ)

④
性
別
⑤
年
齢

⑥
職
業
⑦
電
話
番
号

▼
申
込
・
問
合
せ
先

群
馬
県
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
　
群

馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
　
字
幕
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
係
（
前
橋
市
新
前

橋
町
13-

12
）

０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
３
３

０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
３
４

県
立
農
林
大
学
校

平
成
21
年
４
月
入
学
生

▼
募
集
学
科

[

農
業
経
営
学
科]

野
菜
コ
ー
ス
…
…
…
…
７
人

花
き
・
果
樹
コ
ー
ス
…
４
人

酪
農
肉
牛
コ
ー
ス
…
…
７
人

社
会
人
コ
ー
ス
…
…
…
10
人

[

農
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
学
科]

農
業
コ
ー
ス
…
…
…
…
21
人

森
林
・
環
境
コ
ー
ス
…
10
人

▼
試
験
日
程

12
月
13
日(
土)

▼
試
験
場
所

県
立
農
林
大
学
校

▼
合
格
発
表

12
月
26
日(

金)

▼
願
書
受
付
期
間

11
月
19
日(

水)

〜
12
月
２
日(

火)

▼
問
合
せ
先

県
立
農
林
大
学
校

（
〒
３
７
０
‐
３
１
０
５
　
高
崎

市
箕
郷
町
西
明
屋
１
０
０
５
）

０
２
７
・
３
７
１
・
３
２
４
４

講
座
・
試
験�

所
得
税
の
予
定
納
税
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く
！

所
得
税
の
予
定
納
税(

第
２
期

分)

の
納
期
は
12
月
１
日
ま
で
で

す
。予
定
納
税
が
必
要
な
人
に
は
、

税
務
署
か
ら
「
予
定
納
税
額
の
通

知
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
定
納
税
と
は

前
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税
基

準
額
が
15
万
円
以
上
で
あ
る
場
合

に
、原
則
そ
の
３
分
の
１
相
当
額
を

そ
れ
ぞ
れ
７
月
と
11
月
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

予
定
納
税
額
の
減
額
申
請

第
２
期
分
の
予
定
納
税
の
減
額

申
請
を
す
る
場
合
は
、
11
月
17
日

(
月)

ま
で
に
「
予
定
納
税
額
の
減

額
申
請
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

廃
業
や
災
害
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
10
月
31
日
現
在
の
状
況
で
、

平
成
20
年
分
の
見
積
も
っ
た
税
額

が
、
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
た
「
予

定
納
税
基
準
額
」
よ
り
少
な
く
な

る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

高
崎
税
務
署

０
２
７
・
３
２
２
・
４
７
１
１

お
知
ら
せ�

■児童館

18日（火）�

19日（水）�

22日（土）�

25日（火）�

１日（月）�

２日（火）�

11月�

12月�

午前  10:30～�

午後   ４:00～�

   １　　日　�

午後   ４:00～�

午後   ４:00～�

午前  10:30～�

２、３才児あつまれ！�

みんなでつくろう！�

リサイクルの日�

映画会�

クリスマスの飾りつけ�

０、１才児あつまれ！�

★英語あそび　午前 10時30分～�
　11月７日（金）・14日（金）・21日（金）・28日（金）�

★えくぼクラブ　午前 10時30分～�
　11月11日（火）「大運動会」�
　　　20日（木）「焼きいも大会＆球根植え」�

■開館時間�
月～金曜日　午前10時～午後５時�
土曜日　　　午前10時～午後３時�

裁
判
員
制
度
〜
裁
判
員

に
選
任
さ
れ
る
ま
で

来
年
の
５
月
21
日
か
ら
裁
判
員

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。裁
判
員
は
、

選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
、
く

じ
に
よ
り
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

広
く
国
民
の
参
加
を
得
て
そ
の

良
識
を
裁
判
に
反
映
さ
せ
る
と
い

う
裁
判
員
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
法

律
上
、
裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
義

務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
負
担
が
著
し
く

大
き
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
回
避

す
る
た
め
、
法
律
や
政
令
で
辞
退

を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
事
由

を
定
め
て
い
ま
す
。

辞
退
の
申
立
て
に
対
す
る
判
断

は
、
各
裁
判
員
候
補
者
の
個
別
事
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内　　　科� 外　　　科� 耳　鼻　科� 歯　　　科�

９�

16�

23�

24�

30�

７�

11

月�日�

12

中　野　医　院�
渋川市渋川�
22-1219

大井内科クリニック�
北下�

30-5575

西　沢　医　院�
渋川市渋川�
22-2324

石　北　医　院�
渋川市渋川�
22-1378

駒寄こども診療所�
大久保�
55-5252

菊　地　医　院�
榛東村山子田�
54-3346

本　沢　医　院�
渋川市石原�
23-6411

めぐみこどもクリニック�
渋川市行幸田�
30-2022

塚越クリニック�
渋川市渋川�
60-7700

高野外科胃腸科医院�
渋川市渋川�
24-2454

関　口　病　院�
渋川市渋川�
22-2378

桜　井　医　院�
渋川市渋川�
22-2360

岡本内科クリニック�
大久保�
20-5353

北関東循環器病院�
渋川市北橘町�
027-232-7111

渋川中央病院�
渋川市石原�
25-1711

井野整形外科リハビリ内科�
南下�

30-5255

慶　生　医　院�
渋川市渋川�
22-0210

とまるクリニック�
渋川市金井�
26-7711

あかぎ歯科医院�
渋川市赤城町�
20-6522

エース歯科�
大久保�
55-1181

こぶな歯科医院�
渋川市渋川�
22-4939

星野歯科クリニック�
渋川市行幸田�
22-0232

たきざわ歯科医院�
大久保�
55-6480

さくら歯科�
大久保�
30-6333

iモード検索�
http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm

※変更になっている場合がありますので、医院へ確認してからお出かけください。 ※耳鼻科は診療時間が正午までです。�

平成20年11月～12月分�■休日当番医

◎渋川地区消防本部救急病院等案内テレホンサービス　 23-0099 ◎夜間急患診療所（午後７時～午後11時 年中無休） 23-8899
◎「医療情報検索システム」をご利用ください。 パソコンhttp://search.gunma.med.or.jp/gen/ iモードhttp://search.gunma.med.or.jp /imode/

住
生
活
総
合
調
査

こ
の
調
査
は
昭
和
35
年
か
ら
５

年
ご
と
に
行
わ
れ
、
全
国
で
約
10

万
世
帯
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

▼
基
準
日

12
月
１
日

▼
調
査
内
容

居
住
環
境
を
含
め

た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や

居
住
者
の
意
向
・
満
足
度
な
ど

▼
対
象

総
務
省
統
計
局
が
実
施

し
た
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
（
全

国
約
３
５
０
万
世
帯
を
無
作
為
抽

出
）
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯

の
一
部

▼
調
査
方
法

統
計
調
査
員
が
11

月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の
間

に
調
査
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。

※
調
査
結
果
は
住
生
活
の
安
定
・

向
上
に
か
か
る
施
策
に
活
用
さ
れ

ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
以
外
の
目
的
で
使
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
正

確
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

県
庁
建
築
住
宅
課

０
２
７
・
２
２
６
・
３
７
１
７

０
２
７
・
２
２
１
・
４
１
７
１

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
で
は
、

就
職
を
希
望
す
る
若
者
に
対
し
、

就
職
情
報
の
提
供
か
ら
適
性
診
断
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
紹
介
・

定
着
ま
で
就
職
に
関
す
る
一
貫
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
場
所

高
崎
セ
ン
タ
ー(

高
崎

市
旭
町
　
旭
町
ビ
ル
３
階)

▼
開
所
日

月
〜
土
曜
日(

年
末

年
始
を
除
く)

▼
開
所
時
間

午
前
10
時
〜
午
後

７
時

▼
問
合
せ
先

高
崎
セ
ン
タ
ー

０
２
７
・
３
３
０
・
４
５
１
０

０
２
７
・
３
３
０
・
４
５
２
１

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
０
８

「
見
よ
う
ふ
れ
よ
う
ぐ
ん
ま
の
技
」

４
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る

『
技
能
の
祭
典
』
で
す
。
多
く
の

県
民
に
直
接
も
の
づ
く
り
に
触
れ

て
い
た
だ
き
、
技
能
に
対
す
る
関

心
を
広
め
、「
も
の
づ
く
り
」
の

楽
し
さ
や
大
切
さ
を
体
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
開
催
日
・
時
間

11
月
14
日(

金)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
、
15

日(

土)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

群
馬
県
庁
１
階
県
民
ホ

ー
ル

▼
問
合
せ
先

群
馬
県
職
業
能
力
開
発
協
会

０
２
７
０
・
23
・
７
７
６
１

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
17
日

(

月)

か
ら
23
日(

日)

ま
で
の
１
週

間
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
強
化
週
間
」
と
し
て
、「
職
場

に
お
け
る
男
女
差
別
」、「
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」、「
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
」
な
ど

あ
ら
ゆ
る
女
性
の
人
権
に
関
す
る

相
談
・
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
電

話
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

対
応
は
法
務
局
職
員
と
人
権
擁

護
委
員
が
あ
た
り
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

▼
専
用
電
話

０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
接

続
可
能
。
た
だ
し
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら

は
不
可
。

▼
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
11
月
22
日(

土)

、
23
日(

日)

は

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
問
合
せ
先

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
２
６

相
　
談�
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だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守

▼
相
談
先

（財）
労
災
年
金
福
祉
協

会
　
群
馬
労
災
年
金
相
談
所

０
２
７
・
２
４
３
・
２
８
８
１

▼
期
日
　
11
月
18
日(

火)

▼
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
行
政
相
談

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
２
２)

◆
心
配
ご
と
相
談

▼
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

54
･
３
９
３
０

◆
人
権
相
談

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
５
１)

2008.11

平成20年�
10月１日�

人口�

男�

女�

世帯�

18,997人�

9,398人�

9,599人�

6,309戸�

（＋ ６）�

（± ０）�

（＋ ６）�

（＋14）�

（　）は前月との増減数�

吉岡町�渋川署管内�

発生件数�

死者数�

傷者数�

140件�

１人�

187人�

690件�

７人�

928人�

平成20年１月１日～９月末日�

■まちの電話帳

■人の動き

■交通事故

役　　　場…………54‐3111�
保健センター………54‐7744�
教育委員会………54‐0044�
文化センター………54‐1161�
図　書　館…………54‐6767�
児　童　館…………20‐5960�
老人福祉センター…54‐3603�
リバートピア吉岡…55‐4126�
緑 地 運 動 公 園…54‐1221

■11月のごみ収集

西部地区�
小倉・上野田・上野原・�
下野田・北下・南下・陣場�

東部地区�
大久保寺下・大久保寺上・�
溝祭・駒寄・漆原西・漆原東�

月曜日�
11月３日　・10日・17日�
24日　　12月１日�

木曜日�
11月６日・13日・20日・27日�
12月４日�

火曜日�

金曜日�
燃える�
ごみ�

カートリッジガスボンベ・スプレー缶などは、必ず穴をあけて出してください。�

収集するゴミ／ビン類（無色透明ビン・茶色ビン・その他のビン）、ペットボトル�
※キャップははずし、中を洗って出してください。�
※割れビンは不燃ごみに出してください。�

家電リサイクル法によりエアコン・冷蔵庫・テレビ・洗濯機は回収しません。�
パソコンリサイクル法によりパソコンは回収しません。�

水曜日�11月５日・19日・12月３日�

水曜日�11月12日・26日・12月10日�

水曜日�11月19日�
午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30

役場南やすらぎ公園駐車場（下野田）�
小倉集会所（小倉）�

燃えない�
ごみ�

分別ごみ�

粗大ごみ�

11月４日・11日・18日・25日�
12月２日�

11月７日・14日・21日・28日�
12月５日�

※祝日でも、ゴミの収集をします。※ゴミを出すときは、指定袋で決められた日の�
朝８時までに決められた場所へ出してください。�

祝�
祝�

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
室
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）54

・
７
７
４
４

54
・
７
７
４
７

労
災
保
険
や
過
労
死
な

ど
の
無
料
相
談

労
災
保
険
の
こ
と
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

当
相
談
所
で
は
、
労
災
の
年

金
・
介
護
、
生
活
問
題
、
心
配
ご

と
お
よ
び
仕
事
の
疲
れ
か
ら
く
る

健
康
・
精
神
的
悩
み
な
ど
「
過
労

死
」
な
ど
の
無
料
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

今
月
の�

相
談
会

渋
川
広
域
障
害
福
祉
な

ん
で
も
相
談
室
　
吉
岡

町
出
張
相
談

身
体
・
知
的
・
精
神
な
ど
に
障

害
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族
な
ど

が
抱
え
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
、

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
相
談
や
必

要
な
情
報
の
提
供
を
す
る
「
渋
川

広
域
障
害
福
祉
な
ん
で
も
相
談
室

（
渋
川
市
役
所
西
庁
舎
）」
が
毎
月

１
回
保
健
セ
ン
タ
ー
で
出
張
相
談

室
を
開
催
し
ま
す
。
だ
れ
で
も
安

心
し
て
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。

▼
相
談
日

毎
月
第
２
月
曜
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

▼
時
間

午
後
１
時
〜
５
時

（
午
後
３
時
か
ら
５
時
ま
で
は
手

話
通
訳
者
も
設
置
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
料
金

４
’０
０
０
円
〜
１
８
’

０
０
０
円

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課

54
・
３
１
１
１(

内
線
１
２
１)

江
戸
褄
紹
介

吉
岡
町
生
活
改
善
会
で
は
、
江

戸
褄
、
喪
服
、
モ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

衣
装
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



発足して６年余りとなります。
地域の催しものなどに積極的に参加して、交流

を深めています。
最近では、新しい踊りも取り入れて、和気あい

あいのうちに、楽しみながら活動しています。

活動日 毎月最終日曜日
時　間　午後７時30分～９時
場　所 駒寄住民センター
会員数 25人
代表者 福田 邦弘さん 54-2511

駒寄ふるさと音頭保存会

vol.212
発　行：吉岡町役場　　編　集：総務政策課　　群馬県北群馬郡吉岡町下野田560番地　　　0279（54）3111（代表） FAX 0279（54）8681
URL http://www.town.yoshioka.gunma.jp
印　刷：松本印刷工業株式会社

活動日 不定期、春一泊研修、秋日帰り研修
会員数 本会員　36人　支部会員　９人
その他 機関誌年５回発行、本会員は本部研

修行事に自由参加
代表者 柴増 喜朗さん　　54-3194

私どもの会は、県の組織の下部団体です。町内
の歴史にも興味を持ち勉強しています。
行事としては、県内外の史跡・神社・仏閣など

を訪ねたり、史跡などの拓本の採取や、町内に残
っている古文書などの解読にも努めています。ぜ
ひ気軽にご参加ください。

群馬歴史散歩の会　吉岡支部

小林　伊槻 くん（右）�
　　　夢希 くん（左）�

平成18年10月13日生まれ�

い つ き �

ゆ め き �

・メッセージ�

元気に育ってね！�

進さん 公子さんの長男・次男の双子（大久保寺上）�


